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災
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枠
組
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田
中
泰
雄

た
な
か
・
や
す
お　

神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
。

文
部
科
学
省
に
採
択
さ
れ
た
神
戸
大
学
の
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
震
災
教
育
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
普
及―

―

阪
神
淡
路
大
震
災

の
経
験
を
活
か
し
て
」で
は
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
を
統
括
し

て
い
る
。
災
害
文
化
の
普
及
の
た
め
に
、「
心
に
訴
え
る
コ
ン
テ

ン
ツ
」の
観
点
か
ら
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。

本
章
で
は
、
神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
が
国
際
的
な
防
災
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
ジ
ャ

イ
カ
）集
団
研
修
を
紹
介
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
本
集
団
研
修
の
内
容
が
、
近
年
の
世
界
に
お
け
る
防
災
活
動
と
ど
の
よ
う

な
関
係
を
持
つ
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
神
戸
の
高
等
教
育
・
研
究
機
関
の
国
際
的
貢
献
と
し
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
望
ま
し
い
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
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世
界
に
お
け
る
二
〇
世
紀
末
〜
二
一
世
紀
で
の
防
災
活
動

二
〇
世
紀
末
の
一
〇
年
間
に
な
に
が
起
こ
っ
た
か

阪
神
淡
路
大
震
災
は
、
二
一
世
紀
ま
で
あ
と
五
年
の
一
九
九
五（
平
成
七
）年
に
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
二
〇
世
紀
末
の
一
〇
年

間
は
、
折
し
も
日
本
の
主
導
に
よ
り
国
連
決
議
と
し
て
世
界
的
に
承
認
さ
れ
た「
国
際
防
災
の
一
〇
年
Ｉ
Ｄ
Ｎ
Ｄ
Ｒ（International 

D
ecade for N

atural D
isaster Reduction

）」で
し
た
。
し
か
も
そ
の
防
災
一
〇
年
の
中
間
評
価
が
、
一
九
九
四（
平
成
六
）年
に
日

本
の
横
浜
で
自
然
災
害
を
テ
ー
マ
に
世
界
防
災
会
議
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
約
半
年
後
に
、
あ
の
よ
う
な
大
震
災

が
神
戸
で
発
生
し
た
こ
と
は
非
常
に
奇
遇
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
な
お
、
国
連
は
災
害
全
般
を
対
象
と
す
る
国
連
世
界

防
災
会
議
を
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
一
〇
周
年
に
あ
わ
せ
て
、
二
〇
〇
五（
平
成
一
七
）年
一
月
に
神
戸
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の

直
前
の
二
〇
〇
四（
平
成
一
六
）年
一
二
月
に
、
ま
た
し
て
も
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
も
、
災
害
の
発
生

が
た
び
重
な
る
自
然
の
偶
然
性
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

「
国
際
防
災
の
一
〇
年
」の
活
動
目
標
は
、
お
も
に
防
災
に
関
す
る
科
学
技
術
を
発
展
さ
せ
、
世
界
に
お
け
る
自
然
災
害
に
よ
る

被
害
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。
日
本
や
欧
米
の
よ
う
な
先
進
国
で
は
、
防
災
に
対
す
る
国
家
お
よ
び
地
方
自
治
体
の

法
的
、
組
織
的
対
応
は
あ
る
程
度
進
ん
で
い
た
た
め
、
防
災
科
学
技
術
の
進
展
が
さ
ら
に
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
減
少
さ
せ
る
と

の
論
理
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
域
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
人
命
救
助
の
重
要
性
が

示
さ
れ
る
な
ど
、
防
災
科
学
技
術
の
進
展
の
み
な
ら
ず
、
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
防
災
対
応
能
力
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、

日
本
自
ら
が
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
本
活
動
の
中
間
評
価
と
し
て
開
催
さ
れ
た
横
浜
の
世
界
防
災
会
議
で
は
、「
よ
り
安
全
な
世
界
に
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害
発
生
後
の
災
害
緊
急
援
助（
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
・
レ
ス
ポ
ン
ス
）、
す
な
わ
ち
人
道

的
援
助
が
と
も
す
れ
ば
注
目
さ
れ
す
ぎ
、
と
く
に
発
展
途
上
国
で
の
災
害
対
応
に

つ
い
て
は
、
国
際
的
資
金
援
助
の
投
下
が
緊
急
対
応
・
支
援
に
集
中
さ
れ
が
ち
で

あ
り
、
災
害
発
生
後
の
復
興
過
程
で
の
持
続
的
な
災
害
対
応
能
力
の
向
上
や
、
将

来
の
災
害
襲
来
が
危
惧
さ
れ
る
発
展
途
上
国
の
地
域
に
つ
い
て
、
災
害
対
応
能
力

向
上
に
国
際
的
支
援
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
現
状
が
、
横
浜
宣
言
の
と
き
に
す
で

に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

現
在
ま
で
の
災
害
発
生
の
頻
度
と
被
害
を
考
え
る

災
害
へ
の
国
際
的
対
応
に
対
し
て
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
前
対
応
の
必
要
性
が
強

図１　災害サイクル

緊急対応期 
救助期 
救援期 

（人道的援助 ） 

災害間期 
（予防・計画 ） 
復興期 

災害前期 
（予知・避難 ） 

★発災  向
け
て
の
横
浜
戦
略
」と
題
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（W

orld Conference on N
atural D

isaster Reduction 1994

）が
横
浜
宣
言

と
し
て
採
択
さ
れ
、
防
災
に
対
す
る
事
前
対
応
の
重
要
性
が
指
摘
・
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
本
宣
言
で
は
、
自
然
災
害
の
軽

減
の
た
め
に
科
学
技
術
的
知
識
の
国
際
的
活
用
も
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
宣
言
の
最
大
優

先
項
目
と
し
て
、
過
去
に
は
優
先
度
が
高
か
っ
た
災
害
時
の
緊
急
対
応
・
援
助
よ
り
、
事
前
に
災
害
の
リ
ス
ク
減
少
策
を
と
る
必
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
宣
言
で
は
、
ま
ず
災
害
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
防
災（
プ
レ
ベ
ン
シ
ョ
ン
）、
防
災
意
識
向
上（
ア
ウ
ェ
ア

ネ
ス
）、
減
災（
ミ
チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）、
災
害
援
助（
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
・
レ
ス
ポ
ン
ス
）の
四
大
要
素
の
重
要
性
が
規
定
さ
れ
、
そ
の
上
で
、

も
は
や
災
害
援
助（
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
・
レ
ス
ポ
ン
ス
）の
み
で
災
害
の
国
際
的
な
問
題
解
決
が
不
可
能
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
災
害

の
発
生
前（
プ
ロ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
）の
対
応
を
第
一
優
先
と
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
ま
す
。

図
１
は
、
災
害
サ
イ
ク
ル
と
し
て
通
常
定
義
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
先
の
災
害
対
応
策
の
四
大
要
素
の
位
置
関
係
に
お
い
て
、
災
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調
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
災

害
へ
の
事
前
対
応
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
本
章
の
後
半
部
に
お
い
て
も
再
考
察

し
ま
す
が
、
図
２
、３
に
示
す
よ
う
に
、
近
年
に
お
け
る
自
然
災
害
発
生
数
の
増

加
と
そ
れ
に
よ
る
経
済
的
被
害
の
拡
大
が
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
ま

す
。図

２
は
一
九
〇
〇
年
以
降
の
災
害
件
数
の
変
化（GU

H
A

-SA
PIR et al. 2004

）

を
示
し
た
も
の
で
、
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
災
害
件
数
は
一
九
七
〇
年
以
降

の
三
〇
年
間
で
飛
躍
的
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
増
加
傾
向
の

大
き
な
理
由
は
、
一
九
七
〇
年
以
降
に
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
災
害
デ
ー
タ

の
収
集
機
関
で
あ
る
、
米
国
海
外
災
害
援
助
室
Ｏ
Ｆ
Ｄ
Ａ（O

ffi
ce for Foreign 

D
isaster A

ssistance

）や
、
ベ
ル
ギ
ー
の
災
害
疫
学
研
究
所
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｄ（Center 

for Research on the Epidem
iology of D

isaster

）の
設
立
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集

能
力
の
充
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
近
年
の
災
害
件
数
の
増
加
は
、
デ
ー
タ

収
集
能
力
の
向
上
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
デ
ー
タ
収
集
数
が
比
較
的
安
定
し
て

き
た
一
九
九
〇
年
以
降
も
災
害
件
数
、
と
く
に
風
水
害
に
よ
る
災
害
件
数
の
増
加

は
顕
著
で
す
。
地
震
火
山
災
害
の
発
生
件
数
は
比
較
的
増
加
率
が
過
去
約
三
〇
年

で
安
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
風
水
害
の
増
加
率
は
顕
著
で
、
そ
の
増
加
原
因

と
し
て
は
、
世
界
的
気
候
変
動
・
温
暖
化
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

図
３
は
一
九
七
五
年
～
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
三
〇
年
間
の
自
然
災
害
に
よ
る
経

図２　1900年以降の災害件数
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済
損
失（GU

H
A

-SA
PIR et al. 2004

）を
示
し
た
も
の
で
す
が
、
図
に
よ
る
と
、
阪

神
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
害
額（
約
一
四
兆
円
）や
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
タ
リ
ー
ナ
な

ど
の
米
国
南
部
州
で
の
風
水
害
に
よ
る
被
害
額
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
二
〇
〇
四
年
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
災
害
も
評
価
の
う
ち
に

は
い
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
金
額
の
関
係
で
は
先
進
国
の
大
都
市
が
災
害
を
受
け
た

場
合
に
、
経
済
的
損
失
が
甚
大
に
な
る
こ
と
が
明
白
で
す
。
一
方
、
阪
神
淡
路
大
震

災
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
タ
リ
ー
ナ
な
ど
の
被
害
額
の
約
一
四
～
一
六
兆
円
が
国
家
経

済
へ
与
え
る
影
響
と
し
て
は
、
両
国
の
国
内
総
生
産
額（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
比
率
で
は
日
本

で
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
米
国
で
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
甚
大
で
す
が
、
国
家
の
存
亡
に

関
わ
る
ま
で
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
被
害
額
を
、
世
界
の
国
内
総
生

産
額
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
比
較
す
る
と
、
約
四
〇
～
四
五
位
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
の
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
匹
敵
し
て
お
り
、
さ
ら
に
世
界
の
約

二
〇
〇
ヵ
国
の
う
ち
の
半
数
の
国
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
兆
円
に
満
た
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
自
然
災
害
が
各
国
の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
状
況
で
災
害
数
と
被
害
額
が
増
加
す
る
と
、
国
際
間
で

災
害
援
助
に
必
要
と
な
る
資
金
は
枯
渇
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
防
災
の
事
前
対
応
の
方
が
、
は
る
か
に
経
済
効
果
が
高
く
、
事
後

対
応
で
あ
る
災
害
援
助
よ
り
優
れ
て
い
る
の
で
す
。

図３　1975～2005年の自然災害による経済損失
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
集
団
研
修

発
展
途
上
国
の
大
都
市
で
の
地
震
災
害
軽
減
に
向
け
て

神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
〇
四（
平
成
一
六
）年
度
よ
り
日
本
国
際
協
力
事
業
団（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
兵
庫
支
部

で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵
庫
国
際
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
二
〇
〇
八（
平
成
二
〇
）年
度
ま
で
の
五
年
間
、
大
都
市
で
の
地
震
災
害
の

軽
減
を
目
指
し
て
、「
大
都
市
地
震
災
害
軽
減
の
た
め
の
総
合
戦
略
」と
題
す
る
集
団
研
修
を
、
発
展
途
上
国
の
災
害
関
係
者
向
け

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
研
修
で
は
、
発
展
途
上
国
で
地
震
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
世
界
の
各
都
市
か
ら
、
地
震
災
害
の
対
応
に
関

係
す
る
種
々
の
機
関
か
ら
中
堅
の
防
災
担
当
者
を
一
〇
名
招
聘
し
、
約
六
週
間
に
わ
た
っ
て
阪
神
淡
路
大
震
災
の
現
場
で
あ
る
神
戸

で
、
地
震
防
災
に
関
す
る
各
種
の
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
発
展
途
上
国
の
大
都
市
に
お
け
る
将
来
の
地
震
防
災
の
専
門
家
を
育
成
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
本
研
修
の
独
自
な
取
組
み
と
し
て
は
、
以
下
の
二
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
地
震
防
災
の
取
組
み
の
手
法
と
し
て
、
事
前
対
応
に
よ
る
都
市
地
震
災
害
の
軽
減
を
目
指
す
が
、
そ
の
方
法
論
と
し

て
、
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
が
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
の
研
究
を
通
じ
て
学
ん
だ
災
害
軽
減
の
た
め
の
三
要
素
、
す
な
わ
ち
、
リ

ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
な
る
災
害
軽
減
策
を
研
修
す
る
こ

と
。そ

の
二
は
、
本
研
修
の
実
施
に
共
同
で
参
加
し
て
い
る
、
国
際
的
防
災
活
動
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｅ
Ｍ
Ｉ（Earthquake 

M
egacities Initiatives

）の
協
力
を
得
て
、
参
加
研
修
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
発
展
途
上
国
の
都
市
間
で
防
災
に
関
す
る

国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
。
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な
ど
の
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
各
ツ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
な
お
、
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
災

害
の
危
険
度
評
価
や
防
災
教
育
ま
で
も
含
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
定
義

で
は
も
う
少
し
狭
義
の
緊
急
対
応
や
復
旧
・
復
興
の
範
囲
の
活
動
を
考
え
て
い

ま
す
。
以
下
に
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
う
少
し
く
わ
し
く
説
明
し
ま
す
。

リ
ス
ク
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、　　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

ま
ず
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
す
が
、
リ
ス
ク
の
定
義
が
リ
ス
ク
＝
ハ

ザ
ー
ド（
災
害
）× 

ヴ
ァ
ル
ナ
ラ
ビ
リ
テ
ィ（
脆
弱
性
）で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

災
害
発
生
前
の
リ
ス
ク
評
価
に
必
要
な
こ
と
は
、
災
害
の
種
類
に
限
ら
ず
、
検

討
す
る
対
象
の
災
害
要
因
と
脆
弱
性
と
の
両
方
を
評
価
す
る
こ
と
で
す
。
こ
こ

で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
本
研
修
で
は
都
市
と
い
う
非
常
に
複
雑
な
社
会
シ
ス

図４　神戸大学都市安全研究センターのモデル

リスク・コミュニケーション（情報伝達 ） 

地震発生 

時間 

リスク ・ 
アセスメント  リスク ・ 

マネジメント 

ま
ず
第
一
の
特
徴
で
あ
る
災
害
軽
減
の
た
め
の
三
要
素
で
す
が
、
図
１
の
災
害
サ
イ
ク
ル
と
同
様
に
、
災
害
発
生
の
前
後
で
必
要

な
防
災
教
育
・
研
究
の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
時
系
列
的
に
整
理
す
る
と
、
図
４
の
よ
う
な
分
類
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
災
害
発
生
前
に
は

リ
ス
ク
を
事
前
評
価
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
で
す
し
、
災
害
発
生
時
あ
る
い
は
発
生
後
に
は
、
災

害
対
応
の
諸
手
段
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
各
種
ツ
ー
ル
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
各
ツ
ー
ル
を
有
効
的
に
活
用
す
る
に
は
、
災
害
発
生
前
後
を
通
じ
た
防
災
教
育
や
災
害
情
報
の
共
有
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テ
ム
の
地
震
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
を
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
都
市
を
構
成
す
る
社
会
基
盤
な
ど
の
ハ
ー
ド
的
な
構
成

要
素
と
、
都
市
生
活
を
構
成
す
る
住
民
・
経
済
産
業
な
ど
の
ソ
フ
ト
的
な
構
成
要
素
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク
を
評
価
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
自
然
科
学
的
ツ
ー
ル
と
社
会
科
学
的
ツ
ー
ル
の
両
方
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
す
。
自
然
科
学
分

野
で
は
、
た
と
え
ば
発
生
地
震
の
規
模
推
定
の
た
め
の
地
震
・
地
質
学
、
地
震
動
増
幅
予
測
の
た
め
の
地
震
地
盤
工
学
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
施
設
の
耐
震
工
学
な
ど
の
各
分
野
の
最
新
ツ
ー
ル
を
研
修
し
ま
す
。
一
方
、
社
会
科
学
分
野
で
は
社
会
基
盤
施
設
や
地
域
産
業

の
経
済
的
損
失
予
測
の
た
め
の
経
済
・
情
報
学
な
ど
を
研
修
し
ま
す
。

次
に
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
が
、
本
分
野
で
は
緊
急
対
応
や
救
命
活
動
と
い
っ
た
災
害
発
生
直
後
に
必
要
な
災
害
対
応
か

ら
、
復
旧
・
復
興
と
い
う
よ
う
に
中
期
・
長
期
の
視
野
で
必
要
な
災
害
か
ら
の
回
復
過
程
や
将
来
の
よ
り
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
ツ
ー
ル
を
研
修
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
然
科
学
分
野
と
し
て
は
救
命
医
療
と
救
助
体
制
や
災
害
医
療
、
さ
ら
に
は

災
害
時
の
緊
急
対
応
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の
行
政
の
災
害
対
応
組
織
や
防
災
セ
ン
タ
ー
の
機
能
な
ど
を
研
修
し
ま
す
。
ま
た
、

甚
大
な
災
害
の
経
験
者
に
発
生
す
る
心
の
健
康
の
問
題
や
精
神
的
ケ
ア
も
研
修
が
必
要
で
す
。
社
会
科
学
分
野
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
復
興
や
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
産
業
の
復
興
や
行
政
に
よ
る
支
援
施
策
な
ど
に
関
す
る
研
修
が
必
要
で
す
。
ま
た
地
震
に
強
い

住
居
環
境
を
構
築
す
る
た
め
の
、
建
築
物
の
耐
震
性
の
検
討
と
建
築
基
準
法
の
整
備
と
実
社
会
で
の
適
用
に
つ
い
て
の
研
修
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
社
会
や
教
育
機
関
で
の
防
災
教
育
を
通
し
て
、
都
市
社
会
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
グ
ル
ー
プ
・
個
人
が
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
対
応
へ
の
心
構
え
を
育
む
た
め
の
ツ
ー
ル
の
研
修
や
、
災
害
時
に
は
災
害
情
報
な
ど
を

市
民
・
行
政
が
共
有
し
、
避
難
行
動
や
災
害
支
援
、
さ
ら
に
は
復
旧
・
復
興
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
を
研
修
し
ま

す
。
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
研
修
す
る
内
容
は
、
災
害
の
事
前
・
事
後
を
通
じ
て
、
恒
常
的
に
社
会
に
適
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
研
修
で
は
、
わ
が
国
が
得
意
と
す
る
情
報
技
術
を
活
用
し
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
防
災
教
育
や
情
報
共
有
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に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
が
、
以
下
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
も
重
点
的
に
研
修
し
ま
す
。

す
な
わ
ち
発
展
途
上
国
か
ら
の
参
加
が
基
礎
と
な
る
本
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
研
修
生
の
出
身
国
の
多
く
が
自
国
の
災
害
対
応

能
力
向
上
の
た
め
に
、
国
際
的
支
援
機
関
と
の
連
携
と
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
国
連
関
係
機
関
で
は
国
連
開
発
計

画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）な
ど
の
組
織
や
、
援
助
機
関
と
し
て
は
世
界
銀
行（W

orld Bank

）な
ど
か
ら
の
支
援
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
研
修
で
は
災
害
軽
減
の
た
め
の
国
際
協
力
・
支
援
の
政
策
や
仕
組
み
、
と
く
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
通
じ
た
国
際
機
関
・

国
・
地
方
自
治
体
・
地
域
社
会
と
の
連
携
の
方
法
に
つ
い
て
も
研
修
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
修
か
ら
、
本
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
第

二
の
目
標
と
す
る
、
発
展
途
上
国
の
都
市
間
で
防
災
に
関
す
る
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
研

修
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
所
属
組
織
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
帰
国
後
の
各
個
人
の
防
災
活
動
を
支
援
す
る
に
は
、
各
所
属
機

関
・
国
を
通
じ
た
支
援
の
他
に
、
研
修
生
の
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
支
援
が
非
常

に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
一
世
紀
に
お
け
る
世
界
の
防
災
活
動

国
際
的
防
災
活
動
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト

以
上
み
て
き
た
よ
う
な
一
連
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
は
、
世
界
的
な
自
然
災
害
の
増
加
に
対
す
る
国
際
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
再
検
討
に
加
え
て
、
わ
が
国
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
が「
減
災
」と
い
う
事
前
対
応（
あ
る
い
は
被
害
を
限
度
を
限
っ
て
容

認
）の
方
向
に
変
化
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
二
一
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
国
際
社
会
が
議
論
し
、
合
意
形
成
を
す
す
め
て
い
る
、
災
害
軽
減
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
先
述
の
よ
う
に
二
〇
世
紀
末
の
国
際
的
防
災
の
組
織
と
し
て
は
、
日
本
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
た
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「
国
際
防
災
の
一
〇
年
Ｉ
Ｄ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
」の
事
務
組
織
が
自
然
災
害
の
軽
減
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
一
世
紀
以
降
の
災
害
軽
減

活
動
で
は
対
象
と
す
る
災
害
を
自
然
災
害
に
限
ら
ず
、
事
故
や
テ
ロ
な
ど
の
人
為
災
害
も
含
む
、
広
範
囲
な
災
害
を
撲
滅
し
よ
う
と

す
る
方
針
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
し
い
組
織
と
し
て
国
連
国
際
防
災
戦
略
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ（U

N
 International Strategy for 

D
isaster Reduction

）の
新
設
が
一
九
九
九
年
の
国
連
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
設
さ
れ
た
国
連
国
際
防
災
戦
略
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
災
害
軽
減
の
基
本
政
策
を
具
体
的
に
世
界
に
示
し

た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
の
神
戸
で
の
国
連
世
界
防
災
会
議
で
採
択
さ
れ
た「
兵
庫
行
動
枠
組
Ｈ
Ｆ
Ａ（H

yogo Fram
e of A

ction

）」

（W
orld Conference on D

isaster Reduction 2005

）に
集
約
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
兵
庫
行
動
枠
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
最
大
の
特
徴
は
、

災
害
の
軽
減
を
そ
の
他
の
地
球
規
模
の
問
題
、
た
と
え
ば
貧
困
、
持
続
的
社
会
、
環
境
、
女
性
等
弱
者
問
題
な
ど
と
連
携
し
て
解
決

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
あ
り
ま
す
。
兵
庫
行
動
枠
組
の
実
施
期
間
と
し
て
は
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
一
五
年
ま
で
の
一
〇
年
間
を
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
最
終
年
と
な
る
二
〇
一
五
年
は
国
連
参
加
国
の
総
意
の
下
に
作
成
さ
れ
た
、
二
一
世
紀
の
国
際
的
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
具
体
的
行
動
計
画
で
あ
る「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
計
画
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（M

illennium
 D

evelopm
ent Goals

）」（
国
連
開
発
計
画
）の

最
終
年
と
重
な
り
ま
す
。
な
お「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
計
画
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」は
二
〇
〇
〇
年
九
月
の
国
連
総
会
で
承
認
さ
れ
た
、
平
和
と

安
全
、
開
発
と
貧
困
、
環
境
な
ど
の
問
題
解
決
を
目
指
し
た「
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」を
受
け
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
国
際
社
会
が
達

成
す
べ
き
八
つ
の
目
標
と
、
一
八
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
四
八
の
指
標
を
か
か
げ
た
も
の
で
す
。

洪
水
や
地
震
な
ど
で
毎
年
世
界
の
各
地
で
非
常
に
多
く
の
人
び
と
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
災
害
の
影
響
を
受
け
や
す

い
の
は
、
開
発
途
上
国
で
あ
り
、
多
く
の
最
貧
国
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
国
々
で
も
、
貧
困
層
や
弱
者
が
災
害
に
よ
る
影
響
を

も
っ
と
も
受
け
や
す
く
、
ま
た
災
害
に
よ
り
新
た
な
貧
困
層
や
、
弱
者
が
生
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
災
害
に

よ
る
被
害
の
軽
減
と
、
貧
困
や
そ
の
他
の
社
会
的
問
題
の
解
決
と
は
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
理
念
が
二
一
世
紀
に
入
っ

て
確
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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国
際
防
災
活
動
へ
の
新
た
な
動
き

国
連
国
際
防
災
戦
略
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
新
た
な
動
き
と
し
て
、
国
際
防
災
に
関
す
る
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、「
災

害
リ
ス
ク
軽
減
へ
の
国
際
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｇ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
Ｒ（Global Platform

 for D
isaster Risk Reduction

）」の
設
立
総
会
が
、

二
〇
〇
七
年
六
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
総
会
の
冒
頭
演
説
で
も
、
防
災
へ
事

前
対
応
投
資
と
事
後
の
被
害
復
旧
費
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
費
用
対
効
果
は
一
対
四
で
あ
り
、
約
四
分
の
一
の
投
資
で
被
害
を
軽
減

で
き
る
と
い
う
米
国
連
邦
危
機
管
理
庁
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ（Federal Em

ergency M
anagem

ent A
gency

）の
研
究
成
果
が
引
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
国
際
的
防
災
活
動
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
連
機
関
、
各
種
組
織
の
協
力
の
下
、
世
界
の
国
々
に

お
い
て
事
前
対
応
に
よ
る
防
災
対
応
能
力
の
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
も「
兵
庫
行
動
枠
組
Ｈ
Ｆ
Ａ
」が
防
災
活

動
を
具
現
化
す
る
た
め
の
基
本
計
画
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
創
設
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
個
別
に

活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
、
医
療（
た
と
え
ば
赤
十
字
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
教
育（
た
と
え
ば
ユ
ネ
ス
コ
）、
環
境
や
気
候
変
動
や
、
そ
の
他
開
発

や
金
融
援
助
に
関
す
る
諸
機
関
が
ひ
と
つ
の
連
携
組
織
の
下
に
、
国
際
的
な
防
災
へ
の
取
組
み
を
考
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
世
界
の
防
災
を
検
討
す
る
た
め
の
緊
急
課
題
と
し
て
、
ひ
と
つ
は
気
候
変
動
、
他
の
ひ
と
つ
は
都
市
集
中
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク

の
増
加
が
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、
世
界
は
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
増
加
を
現
実
問
題
と
し
て
受
け
と

め
、
ま
た
発
展
途
上
国
に
お
け
る
無
計
画
な
都
市
の
膨
張
が
災
害
に
対
す
る
危
険
度
を
増
加
し
て
い
る
現
実
を
、
真
剣
に
検
討
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
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わ
れ
わ
れ
は
国
際
的
防
災
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
？

本
章
で
は
、
二
〇
世
紀
末
か
ら
二
一
世
紀
に
時
代
が
変
化
す
る
過
程
で
、
国
際
的
な
防
災
の
取
り
組
み
方
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
、
防
災
対
応
能
力
の
向
上
に
向
け
て
の
事
前
対
応
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
災
害
軽
減
の
問
題
は
防

災
関
係
の
み
な
ら
ず
、
貧
困
解
決
や
、
持
続
的
社
会
と
開
発
な
ど
、
今
の
地
球
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
と
連
動
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
と
の
国
際
認
識
が
確
立
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
神
戸
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
問
題
に
取

り
組
む
べ
き
か
を
真
摯
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
の
箇
所
で
述
べ
ま
し
た
よ
う

に
、
災
害
軽
減
策
を
具
現
化
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
を
災
害
の
時
間
経
過
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
区
分
し
て
、
防
災
関
係
者
に
研
修
を
行
う

こ
と
は
非
常
に
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
は
自
然
科
学
的
分
野
や
社
会
科
学
的
分

野
な
ど
、
非
常
に
多
分
野
の
防
災
関
係
者
の
協
力
が
必
要
で
す
し
、
さ
ら
に
防
災
以
外
の
関
係
分
野
の
取
組
み
も
反
映
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
研
修
の
講
師
に
つ
い
て
も
、
大
学
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
地
域
社
会
に
広
め
、
実
践
し
て
い
る
方
々
の

知
識
・
経
験
も
非
常
に
重
要
で
す
。

事
前
対
応
に
よ
る
防
災
対
応
能
力
の
向
上
に
は
、
社
会
を
構
成
す
る
多
彩
な
人
び
と
や
組
織
に
対
し
、
防
災
教
育
を
行
う
こ
と
は

非
常
に
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
段
で
述
べ
た
よ
う
な
広
範
囲
な
内
容
で
防
災
研
修
を
行
う
こ
と
は
、
ひ
と
つ

の
機
関
の
み
で
は
到
底
無
理
な
課
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
関
係
者
が
協
力
し
て
、
組
織
的
な
防
災

の
研
修
を
行
え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
今
後
も
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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